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Ⅲ．【調査報告】在ペルー国日系人社会の無縁供養と先祖供養       

１．調査目的・調査経緯 

【調査目的と調査期間】 

 報告者は以前、ペルーPerù 国に滞在した際、在ペルー日系人による盆の供養行事に誘われて参加

したことがあった。そのときは首都リマ Lima 市に住む日系１世の方達と行動を共にしていた。彼ら

は 1 世であるから、彼らの先祖の墓があるわけではなく、身寄りの人が亡くなったから、という理

由でもないが、彼らはリマから 160 キロ離れたカニエテ Cañete 市に向かった。ほぼ毎年、彼らは法

要に参加しているという。法要はカニエテ市のカサ・ブランカ Casa Blanca 墓地と南米最古の仏教寺

院・慈恩寺で行われた。報告者・浅野はカサ・ブランカ墓地にある巨大な無縁塔（写真 5）に驚き、そ

こでの法要にも、カニエテ市内の慈恩寺の法要でも、大勢の日系人が集う様を見た。１世だけでは

なく、5 世、6 世の人たちも一同に会していた。 

 本研究（基盤研究（C）一般  課題番号 15K03065）は「無縁」「無縁仏」の語のバリエーションを追

求することから始まっており、ペルー日系人たちによる無縁供養の実態を調査しておくべきと考え、

再度ペルーに赴き、日系人の「無縁供養」および盆の先祖祭祀、墓地について調査を行った。 

【調査経緯】 

 調査は 2016 年 7 月 31 日（日）～8 月 23 日（火）に行った。 

 ペルー日系人協会、ペルー移住史料館、ペルー山口県人会などの協力の下、在ペルー日系人の方々

に聞き取り調査を行い、また、日系人僧侶たちにも聞き取りを行った。 

 盆の期間中には以下の場所で参与観察および聞き取り調査も行った。 

・リマ市郊外 ワチパ地区 Municipalidad WACHIPA にあるカンポ・フェ Campo Fe 墓地内の日系人

墓地での墓参りの様子を参与観察。 

・リマ市郊外カンポ・フェ墓地内の Capilla（礼拝堂）にて、盂蘭盆会の法要を参与観察。 

・リマ市内にある瑞鳳寺 Centro de Budista にて檀家に対する盂蘭盆会法要の参与観察。 

・リマ市より約 160 キロ南のカニエテ市内のカサ・ブランカ墓地（初期日系移民の墓）の無縁塔に

て行われた法要を参与観察 

・カニエテ市郊外にあるサン・ヴィセンテ墓地 San Vicente Cementerio General の一画にある日

系移民の「慰霊碑」前で行われた法要を参与観察 

・カニエテ市内、慈恩寺にて、盂蘭盆会の法要を参与観察 

・リマ市内在住の日系人自宅での盆行事参与観察 

・リマ市内在住の日系人自宅での一周忌法要参与観察 

・リマ市より約 180 ㎞北のバランカ Barranca 郡スーペ Supe 市郊外のサン・ニコラス San Nicolas 墓

地（初期日系移民の墓）の調査 

 

２．在ペルー日系人の寺と墓 

２-１．ペルー移民歴史の概要 

 明治 32（1899）年に第１回の移民船がペルーに到着して 120 年近くの年月が経っている。現在は

5 世、6 世の方もおり、ペルー社会に根付いて暮らしている。 

 第１回の移民船でペルーに到着した 790 人の壮・青年男子は、サトウキビや綿花栽培の 4 年契約

農民として入植した。そして大正 12(1923）年の第 82 回渡航の移民をもって、契約移民は終了した。
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その後は親族による呼び寄せ移民のみ認められるようになった。現在、1 世としてペルーに在住する

人々は呼び寄せによってペルーに渡った人である。 

 82 回にわたる移民船の乗船者全員の氏名は『在ペルー邦人 75 年の歩み』(伊藤・呉屋 1974)に載せら

れている。第 1 回の航海者の中に女性はいなかった。彼らは 4 年の契約で金を貯め、故郷に錦を飾

ろうと思っていた。明治 36(1903)年、第 2 回航海者 1181 人のうち 108 人が女性で、家族を作る人も

出てきて日系 2 世も誕生していったが、それにしても初期入植者達は言葉も分からず、労働条件も

日本で聞いた話とは違い、劣悪な環境の中で半奴隷のような労働をさせられたという。マラリヤな

どの病気によって、初期日系移民の多くの命が失われた話は『在ペルー邦人 75 年の歩み』に多く載

せられている。第 1 回移民(カサ・ブランカ耕地入植)の逸話を少し長いが引用してみる。 

 「耕地には医者がいて週二回来診するのが普通であったが、その多くは凡医で給料も少なく治療

の効果は上がらなかった。移民らは往々これらを信用しなかつたので、雇主と協議して医者を替え

たこともあつたが大して変わらず、知名医を雇うことは雇主が承知しなかつた。病人が多いときは

商会で医者を雇って往診させたこともあつたが、一ｶ月百五十ソーレスでないと承諾する者がいなか

つた。重病人はリマ、カヤオの慈善病院へ運んで門番や看護婦に礼物を与えてアテンシヨンを良く

して貰つた。死者には一々墓地を購入し、相当の式をもつて埋葬した。一回の諸経費は十二、三ソー

レス。耕地で死んだ場合は近くの山の中腹に埋葬し、木標や石標を建てて香華を供した。あまり頻

繁に仲間の埋葬のために仕事を休むと耕主側から文句を云われるから、死骸が二、三体になるのを

待つて一度に埋葬した。一人の移民が死ぬ度に同僚の者は黒い鉢巻をしめたが、そう云う場合は黒

鉢巻が二、三本になつた。こうして明治三十三年十月までに、実に百二十四名の元気の良かった青

年たちが死んで行つたのである。（前掲書 26 頁）」 

 第 1 回航海では 372 名の新潟県人がいたが、第 2 回航海では 1 名である。第 1 回航海であまりに

多くの犠牲者を出したため、県の方針で移民を禁止したからだという。一方で、紆余曲折はあった

ものの移民船は次々とペルーに移民を運び、彼らは契約農民として働いた。しかし契約終了後、手

元に資金も大して残らない人が多く、日本へ帰らず仕事を求めてリマに行く人も増え、明治末期

（1910 年前後）から邦人社会が次第に形成されていった（前掲書 31-58 頁）。 

 南米日系人社会の中でペルー日系人の歴史的な事情としてやや異なっている点は、太平洋戦争の

時期、ペルーにとっての敵国であった日本人の財産が没収され、財産のある人は北米に収監された

ことである。日本人学校も閉鎖されてしまった。そのため、現在、高齢者は日本語を話せるが、ほと

んどの人は日本語を話せない。コロニアがしっかりしているブラジルやアルゼンチンでは今も日本

語を話せる人が多いが、その点が異なる点である。日本語ができないため、日本文化の継承がなか

なか難しいと考えている人も多く、後で述べる慈恩寺などでの法要には日本人学校の学生を必ず参

加させ、文化をつなげていきたいと日本人協会の方々は述べていた。 

２-２．初期日系移民の墓地・無縁供養塔と寺 

【墓地・無縁供養塔の概要】  

 初期移民の墓は、それぞれの入植地などに無数にある。入植地は例えば、第 1 回航海・佐倉丸の

寄港地でいえば、アンコン（プエンテ・ピエドラ、カウディヴィディア、エストレリャ三耕地）、チ

ャンカイ港（パルパ耕地）、スーペ港（サン・ニコラス耕地、ワイト耕地）、サラベリ港（パンパス

耕地）、パカスマヨ港（ルリフィコ耕地）、エテン港（カヤルディ耕地、ポマルカ耕地）セロ・アス

ル港（カサ・ブランカ耕地）である（前掲書 21－22 頁）。第 2 回航海以後も入植地は増えている。これ

らの入植先を始め、彼らを埋葬した日本人墓地は無数にある。たとえばサンタ郡リンコナダ墓地に



 

- 3 - 

「弔魂碑」があり、アンカシュ県ヴィンソ耕地には個別の日本人墓と大きな「弔魂碑」があるという

（太田編 2001 235 頁）。しかしその多くは放置され、破壊されている。一方で、現在、ペルー日系人協

会によって重視されている墓は３カ所ある。 

① カニエテ市（リマより約 160 キロ南の海岸部）カサ・ブランカ墓地 （写真 1～2） 

② カニエテ市 サン・ビセンテ墓地 

③ スーペ市（リマより約 180 キロ北の海岸部）サン・ニコラス墓地(写真 3～5)  

の３カ所である。①のカサ・ブランカ墓地はセロ・アスル港近くのカサ・ブランカ耕地に入植した移

民の墓であり、③はスーペ港近くのサン・ニコラス耕地で働いた移民の墓である。 

 この三つの墓地には「無縁塔」「慰霊碑」と記銘された供養塔が建てられている。  

① カニエテ市 カサ・ブランカ墓地：「無縁塔」昭和 8(1933)年建立（写真 1） 

 写真で分かるように巨大な塔で、梵字（註 1）と「無縁塔」の文字、その上部に十字架がある。  

②カニエテ市 サン・ビセンテ墓地 ：「慰霊碑」（写真 6） 

 市民墓地に入って左手にあり、それほど大きくはない。「慰霊碑」の文字の上に十字架が載せられ

ている。雨よけの屋根がかけられている。 

④ スーペ市 サン・ニコラス墓地：「慰霊塔」昭和 44（1969）年建立 （写真 3）  

 ここもかなり大きな「慰霊塔」で、やはり上部に十字架が載せられている。 

【ペルー国内の仏教寺院の概要】  

 ペルー国内には現在 2 カ所の仏教寺院がある。 

① カニエテ市サン・ヴィセンテ 慈恩寺（写真 7～8） 

 明治 40（1907）年上野泰庵師（曹洞宗僧侶）により建立された南米最古の仏教寺院である。開山

の詳細については後述するが、何度か移転し、1977 年よりサン・ヴィセンテの現在地にある。現在

の建物は 100 人以上入ることのできる本堂と集会施設、厨房などがある。本堂地下には遺骨や位牌

が納められる地下室があり、預かった遺骨や位牌(註 2）が納められている。本堂裏にも棚がしつらえ

られており、無数の位牌が納められているが、現在はそれもいっぱいになり、本堂脇の小部屋にも

置き場を作るなどして、位牌を預かっている（写真 10）。慈恩寺には住職が常住していた時期もある

が現在は無住であり、カニエテ日系人協会が管理運営している。 

② リマ市ミラフローレス 瑞鳳寺（曹洞宗）（写真 14～16） 

 曹洞宗僧侶・大城慈仙師 Ven.Aurora Jisen Oshiro（アルゼンチン出身日系 2 世）が 2005 年より常

住して活動している。寺院といっても特別な建物ではない。本堂には掛け軸の本尊がかけられ、寺

内には信者の位牌を祀る一角もある（写真 16）。大城師は慈恩寺や墓での導師も勤めているが、瑞鳳

寺内でも日系人のための盂蘭盆会法要を行い、依頼があれば仏式の葬儀や法事も行っている。また、

月・水・金曜日には座禅の時間を設け、毎月最終土曜日には初心者向けの座禅講習会も行い、檀家に

限らずキリスト者も含めて受け入れている。また、梅花流御詠歌のグループも組織し、年 1 回、永

平寺や総持寺からの師匠を招いて勉強している。彼女たちは広島原爆犠牲者供養の会などで御詠歌

を唱えている。「日系人は歌うのが好きなので、皆喜んで勉強している」という。大城師は 10 年間

日本の禅寺で修業をしたが、南米の人の心を救いなさいとの師匠の言葉により、南米に帰り、寺の

少ないペルーにやってきた。スペイン語の分かる僧侶なので、お盆の意味、供養の意味をわかりや

すく説明してくれるため日系人には大変慕われている。大城師もお経を詠むだけでなく、一緒に歌

を歌ったりして日系人を含むペルー人に親しみやすい法要にすることを心がけているという。③歴

史的にはリマ市内に慈光會という布教所が昭和 2（1927）年に佐藤賢隆師（曹洞宗）によって開かれ、
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次いで昭和 11（1936）年または 12 年に、中尾證道師（曹洞宗）によりリマ市内に南米山中央寺が開

かれたが、佐藤師の死去（昭和 10 年）と共に 慈光會は無くなり、中尾師の帰国（昭和 16 年）と同

時に南米寺も閉じられた（太田 2003 8-10 頁） 

【カニエテ市 カサ・ブランカ墓地・無縁塔と慈恩寺の歴史】 

 先に述べたように、第 1 回航海の佐倉丸はペルーのカヤオ港 Callao に入港した後、移民達の配

耕のため、沿岸を航行し各港に寄港し、790 名の移民達を順次降ろしていった。セロ・アスル港では

カサ・ブランカ耕地傭いの 226 名を上陸させた（伊藤・呉屋 1974 21－22 頁）。 

 カニエテ郡カサ・ブランカ耕地の移民受け入れ態勢も他の入植地と同様にずさんで劣悪であった。

土間に枯れ草を敷き、毛布にくるまって寝るという状況であったうえに飲料水も泥水といった衛生

状態の中で栄養失調やマラリヤに罹患する者が多数いた。2 年半後までに 124 名が死亡した。（前掲

書 26 頁）。カサ・ブランカ耕地では第１回航海入植者の六割以上が死んだことになる。供養もままな

らなかったが、仏具店で働いたことのある彫刻師・伊藤氏が習い覚えた経を読んで供養をしたとい

う。（前掲書 180-181 頁） 

 その後、第 2 回航海で上野泰庵という曹洞宗僧侶（註 3）がペルーに入植した。上野師は明治 4(1871)

年、兵庫県神崎郡屋形村（現・神埼郡市川町）で生まれ、宝樹寺で育った。曹洞宗大学（現・駒澤大

学）卒業後、布教師として活動した。ペルー入植後、最終的にカニエテ郡サンタ・バルバラ耕地に落

ち着き、そこに南米最古となる慈恩寺と日本人小学校を造った。明治 40(1907)年のことで、移民達

もわずかずつの金銭を出し合ったという。明治 41(1908)年の外務省「秘露国本邦移民労働地視察報

告書」には「僧正上野泰庵氏（中略）ノ熱心ト本耕地移民ノ寄附千数百円トニヨリテ建立セラレタル

一寺院アリ、仏徳山南漸寺ト号ス。建築ハ日乾瓦ヲ用ヒテ決シテ壮麗ナルモノニアラザルモ、兎モ

角、南米ニ於テ建立セラレタルモノノ嚆矢ニシテ、且現今ニテハ南米唯一ノ佛寺トシ、毎日曜日ニ

説教アル外、移民ノ葬式・死亡者ノ法要ヲ行フ」（註 4）とある。寺は日乾瓦すなわち日干し煉瓦造り

で簡素ではあったが和風建築で日本庭園も備わっていた（太田 2007 168-183 頁）。寺名は初め「仏徳山

（註 5）南漸寺」であったが、明治 41 年に当時の曹洞宗両貫首(永平寺貫首性海慈舩禅師、総持寺貫首

大圓玄致禅師)より正式に「泰平山慈恩寺」と命名（註 6）された（太田 2003）。 

 上野師は大正 6（1917）年に日本に帰国し、その後の住職（註７）は同じく曹洞宗僧侶・齋藤仙峰師

（住職在位 1917-1919、山形県出身）、押尾道雄師（在位 1919-1927、広島県出身）、佐藤賢隆師（在

位 1927-1935、秋田県出身）、中尾證道師(1935-1941)（註 8）が勤めた。 

 押尾道雄師在位期間の大正 13(1924)年には慈恩寺がカニエテ郡サン・ルイスに移転し、ペルーで

初めて亡くなった先代住職・齋藤仙峰師の墓地をその境内に建てた。齋藤師の墓は現在、カサ・ブラ

ンカ墓地にある。また、佐藤賢隆師は昭和７(1932)年にカニエテ耕地、ケブラダ耕地、サンタ・バル

バラ耕地、カサ・ブランカ耕地に埋葬されていた日系人の遺体を発掘して荼毘に付し、昭和 8(1933)

年にカサ・ブランカ耕地のはずれに「無縁塔」を建立して納骨した。『在ペルー日系人 75 年の歩み』

(181 頁)によれば 686 柱の遺骨が納められた。このとき地元日系人の檀家の協力が大きかったことは

いうまでもない。現在、カサ・ブランカ墓地にある｢無縁塔｣はこのときに建てられた塔である。太田

（2003)によれば「慰霊塔がそびえるカサ・ブランカ日本人墓地は、それ以降つねに慈恩寺とワン・セ

ットで『移民の聖地』として扱われるようになる」という。佐藤師の墓もカサ・ブランカ墓地にあ

る。ここにはこの頃までの初期日系人の墓しかなく、新たな死者は埋葬されていない。 

 太平洋戦争の開始により慈恩寺は無住となり、寺、墓、無縁塔も荒廃した。戦後、山口県大島出身

で青年時代に浄土真宗教理の講習を受けていた新開治作師が寺と墓の責任を持つようになり、葬儀
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や法要も行った。新開師は佐藤賢隆師が建立した「無縁塔」を復興し、昭和 27(1952)年に落成式を

行っている（伊藤・呉屋 1974 182 頁及び Comunidad Budista Sotoshu,2013 34-35 頁）。また、後で述べるが、昭和

23(1948)年、サン・ニコラス墓地の壁改修落成式・日本移民ペルー到着 50 周年法要の導師も勤めて

いる。新開師は昭和 29（1954）年（註 9）に亡くなっている。 

 新開師の死去後、慈恩寺はカニエテ日本人会が管理し、番人を置くなどしていたが、その維持に

支障を来した。そこでカヤオ在住の清広亮光師（広島県出身）が彼岸や盂蘭盆会の法要を行うよう

になった。清広師には昭和 36(1961)年、曹洞宗管長・高階瀧仙禅師から慈恩寺復興主任の辞令が授

けられた（註 10）。これ以後、寺院（葬儀・法要）としての活動が再開した。その後、地震によって建

物が傷んだため、日系人、在ペルー邦系企業、曹洞宗宗務庁などからの寄附・援助により、カニエテ

市サン・ヴィセンテの現在地に慈恩寺が移転(1977 年)し、現在に至っている。しかし、1992 年の清

広師死去後は浄土真宗系の方が居たこともあったが、現在は常住の住職がない状態である。 

 カニエテ周辺の新たな死者はサン・ヴィセンテ市営墓地内に埋葬されているが、サン・ヴィセン

テ墓地内にある「慰霊碑」については、今回の調査では建立年代を確認し忘れたため、不明である。

市営墓地には日系人だけでなく多くのペルー人も一緒に埋葬されている。盂蘭盆の法要ではカサ・

ブランカの無縁塔前で法要後、サン・ヴィセンテの慰霊碑の前で法要が行われ、その後、慈恩寺にて

法要が行われる。歴史的に古いカサ・ブランカ墓地から先に参るのだという。 

【スーペ市 サン・ニコラス墓地と慰霊塔の歴史】 

 「サン・ニコラス耕地はカニエテと共に日本移民の発祥地である」（伊藤・呉屋 前掲書 53 頁）と述べ

られているように、入植者の多かった地である。航海ごとに入植者が増え、大正 10（1921）年頃に

は 600～700 人にもなり「天長節には昼夜の別なく邦人の催しものがあり耕地は日本調一色に塗りつ

ぶされ」「祝祭日で邦人が休むと大農場の機能は止まるほど」であった。その一方で生活環境はカニ

エテなどと同じく劣悪で、移民収容所の有様は 

 「今の養鶏場より不潔、衛生設備は皆無で大きなロカルを六室に仕切っただけ。各室の裏側には

露天のコシナ（註 11）があり、戸一枚あけると隣は野外便所、足の踏み場もない汚物の散乱で、悪臭が

ただよい赤痢菌の媒介役のハエが部屋中一ぱい。昨日まで元気だった者が今日は赤痢で発熱、三、

四日後には重態で枕を並べて呻吟する有様は無惨なものだった。  病院も一つあったが、常に満員、

死者が出ないと入院できなかつた。先輩移民に知己がいるとどうにか入院できたが、新参移民は収

容所で死を待つばかり、毎日死者が出て時には二人死んだ。生残った者は柳行李ををかついで逃げ

出す。入耕当時満員の収容所も病人だけ残してガラガラ。そこへ新移民が来る。病人と裏山に林の

ように並ぶ新墓標を見ると色を失って逃げることを考える。」（伊藤・呉屋 前掲書 53 頁） 

という状態だったらしい。 

 サン・ニコラス耕地の裏山に現在も初期日系人の墓が、太平洋を眺めるように並んでいる。この

墓については 

 「大正十一年頃第一回墓地整理を行つたが、墓標の大半は盗まれ、名前は不明、高さ五メートルの

大慰霊碑を建てて無縁仏を集めた。残つている墓標はセメントで作りかえ、墓地の周囲に二メート

ル半の土塀を築き永久墓地とした。  数年後、灌漑溝から水が流れて共同墓地は水浸しになった

ので、二回目の大修理を行ない、地下一メートル掘つてコンクリートで固めた」（前掲書 53 頁） 

が、資金難で１ヶ月かかって現在の日本式の共同墓地になったとある。 

 この記述は「大正」ではなく「昭和」の可能性が高い。バランカ日系人協会会長のホルヘ・シマブ

ロ氏 Sr.Jorge Shimabukuro Velasquez が保管しているサン・ニコラス墓地埋葬者名簿の末尾に以下の
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記述がある。 

｢  本墓地ニテ氏名、原籍、死亡年月日不明    39 柱 

             氏名分別ノモノ                  393 柱 

                                 合計        432 柱 

 1981 年  福岡県人 バランカ在住          榎本伝治氏ノ手記ニヨル 

記録 

 昭和 10年 2月 日本人会役員会ニ於テ 墓地整理議決 仝月 日本人会熊本海外協会サンニコラ

ス支部、福島県人会スーペ町日本人会代表集合ノ上 整理委員会設立 仝年 3 月寄附募集 仝年 5

月工事着手 仝年 12 月 23 日 慰霊塔除幕 

 導師 中尾證道師  除幕 合田熊吉（第１航海者） 

 整理委員 真銅喜雄、諫山祐男、水本勇、矢富淳一、三浦実義、福田権太郎 

      菊地平三、原田美覚、柏原熊市、佐伯孫三郎、村上冬治、齋藤喜四郎 

 左官 ファン・レボレド   墓標工 安藤菊次郎 

註  整理ニ当リ墓標朽チテ故人ノ名、原籍地、死亡年月日不明 又ハ不明瞭ノモノ多数アリ、尚 

当墓地創始時代ハ墓標ニハ「南無阿弥陀仏」ノミ記サレタリ、 故人名不明ノ分ハ コノ名号ヲ墓

標トセリ、 第一次整理後、周壁大崩壊セルニ依リ 之ガ改修ヲ計画 昭和 22 年 8 月改修委員会結

成 寄付金募集起工ス、 然レ共 大戦後ニテ諸原料 入手困難ニテ工事進捗セズ 約１ｶ 年ヲ経

テ 翌 23 年 8 月工事終了、 仝ジク 9 月 24 日 ソノ落成式ヲ 日本移民着秘 50 周年ノ大法会厳修

セリ 

  改修委員会 委員長 諫山祐男  会計 三浦実義 

    委員 菊地平三、城ノ下畩吉、森伝治、大村喜蔵、古庄芳太郎、平良良訓、植山三郎、         

岩崎貞雄、野瀬善次、藤原福只    リマ方面 新川弥四郎 

  慰霊碑書 新開治作、 仝刻工 植山三郎  記録文及書 諫山祐男 

  修理工 カルロス・ボルハ  50 年法要導師 新開治作                             ｣ 

（読み下し文） 

「  本墓地に埋葬された中で 氏名、原籍、死亡年月日不明の者    39 柱 

                    氏名が分かった者                   393 柱 

                                  合計               432 柱 

   1981 年  福岡県人 バランカ在住        榎本伝治の手記によって記録した 

記録          

 昭和 10（1935）年 2 月、日本人会役員会がおこなわれ、その会議で墓地整理が議決された。同じ

年 2 月、日本人会熊本海外協会サンニコラス支部、福島県人会スーペ町日本人会代表が集合して会

合した結果、整理委員会の設立が決まった。同じ年の 3 月、寄附を募集した。同じ年の 5 月、工事

に着手し、同じ年の 12 月 23 日に慰霊塔を除幕した。 

 導師は 中尾證道師      除幕は 合田熊吉（第１回航海者） 

 整理委員は 真銅喜雄、諫山祐男、水本勇、矢富淳一、三浦実義、福田権太郎(椎太郎？) 

       菊地平三、原田美覚、柏原熊市、佐伯孫三郎、村上冬治、齋藤喜四郎 

 左官 ファン・レボレド   墓標工 安藤菊次郎 

註  整理をするにあたって墓標が朽ちてしまっていて、故人の名、原籍地、死亡年月日が不明、ま

たは不明瞭でよく分からないものがたくさんあった。なお、このサンニコラス墓地が始まった頃に
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は、墓標には「南無阿弥陀仏」の字だけが記されていた。故人名が分からないものはこの「南無阿弥

陀仏」の名号を墓標とした。第一次整理後、周囲の壁が大崩壊してしまったため、整理委員会が改修

を計画した。昭和 22 年（1947 年）8 月に改修委員会が結成され、寄付金を募集して起工した。しか

しながら大戦後であったため、諸原料を入手するのが困難で、工事は進捗しなかった。約１年が経

過し、翌年、昭和 23（1948）年 8 月に工事が終了した。同じ年の 9 月 24 日、完成した壁の落成式

を、日本移民ペルー到着 50 周年として大法会を謹んで行った。 

  改修委員会 委員長 諫山祐男  会計 三浦実義 

    委員 菊地平三、城ノ下畩吉、森伝治、大村喜蔵、古庄芳太郎、平良良訓、植山三郎、         

岩崎貞雄、野瀬善次、藤原福只    リマ方面 新川弥四郎 

  慰霊碑の書 新開治作、 慰霊碑の刻工 植山三郎  記録文および書 諫山祐男 

  修理工 カルロス・ボルハ  50 年法要導師 新開治作               ｣ 

 

以上の記録から、第 1 回目の墓地整理は昭和 10(1935)年に行われ、慰霊塔が造られ、中尾證道師に

よる開眼法要が行われたことが分かる。慰霊塔建立には多くの人の寄付が募られたことも記されて

いる。その後、壁が崩壊し、昭和 23(1948)年に改修工事を行い、日本移民ペルー到着 50 周年として

落成大法会を行っている。このときの導師は新開治作師である。 

 さらに、昭和 44（1969）年、日本人ペルー移住 70 年の記念事業として記念塔を建立し、慰霊塔も

新たに造った。慰霊塔後方壁面にある記録文は以下のようである（原文は縦書き 旧字は新字に直した）。 

「一九六九年 日本人ペルー移住七十年の記念の年に当り 記念塔を建設し 同年十一月十九日 

リマ駐在日本国領事 岩村善次氏、リマ中央日本人会、ペルー日本婦人会、コミテ サンフランシ

スコ会 在リマ各県人会 チャンカイ谷 カニエテ、和長 バランカの各地日本人会の代表 及び 

リマ サン・ニコラス同幹部、墓地有縁の有志 多数参会  井岡哲夫神父 司祭にて記念塔の除

幕式 続いて 慈恩寺住持 清広亮光師 読経にて 七十年追悼慰霊祭を盛大に挙行した」  

 

 以上のように、数度にわたって改修し、初期日系移民の墓を守り続けていることが分かる。 

 また、サン・ニコラス墓地埋葬者名簿で出身県の分かっている人を数えてみると、熊本県 91 名、

福島県 32 名、山口県 27 名、広島県 26 名、宮城県 25 名、鹿児島県 9 名、福岡県 8 名で、3 名が山形

県、大分県、2 名が長野県、山梨県、三重県、1 名が岩手県、栃木県、福井県、神奈川県、静岡県、

京都府、岡山県、香川県、沖縄県、である。圧倒的に熊本県出身者が多く、福島県人も二番目に多い

ことが分かる。昭和 10 年の慰霊塔建立に際して、日本人会熊本海外協会サンニコラス支部と福島県

人会スーペ町日本人会の代表が集っているのはこうした事情があったのであろう。また、現在、鹿

児島県人会はサン・ニコラス墓地での法要に参加している。 

 サン・ニコラス墓地は先に述べたように墓標は太平洋に向かって立っている。これは「この海の

向こうに日本がある、という意味で、太平洋が見える所に埋葬した」という伝承が残っていた。先の

記録にもあったように「南無阿弥陀仏」しか書かれていない墓標もあり、非常につたない字で死者

の名が刻まれているものもある。 

２-３．寺と供養塔で行われる行事 

【慈恩寺と無縁供養塔で行われる盂蘭盆と彼岸の法要】 

 ペルー日系人協会の主催(註 12)で、春の彼岸、盂蘭盆、秋の彼岸に法要が行われている。かつて、

慈恩寺に常住の住職がいた時代は、カニエテでこれらの法要が行われ（註 13）、住職がすべてを取り仕
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切っていたが、清広師の死後、リマ市内の曹洞宗瑞鳳寺住職・大城慈仙師来秘の 2005 年以降は大城

師とブラジル国サンパウロ在住の浄土真宗本派本願寺系の僧侶を依頼して法要が行われている。ま

た、2005 年以降、大城師の提案により、スーペのサン・ニコラス墓地でも彼岸の供養（写真 5）をす

るようになった。しばらくはスーペの法要は曹洞宗が行っていたが、現在は曹洞宗と浄土真宗が交

代で行っている。例えば 2016 年の場合、3 月の「秋のお彼岸」higan otoño はカニエテの慈恩寺とカ

サ・ブランカ墓地で行われ、導師は大城師。8 月の「盂蘭盆」 urabon はカニエテで、導師はブラジ

ルの杣山哲英師。10 月の「春のお彼岸」ohigan primavera はスーペのサン・ニコラス墓地で、導師は

ブラジルの浄土真宗僧侶。そして、2017 年は「秋のお彼岸」と「盂蘭盆」はカニエテで行われ、導

師はリマの大城師。「春のお彼岸」はスーペでブラジルの浄土真宗僧侶が執り行った。春の彼岸と秋

の彼岸の導師は固定しているわけではなく、体調などの関係で同じ導師が二年続いたが、基本的に

は交互に依頼しているという。法要の日にちはペルー日系人協会(APJ)で決定する。 

 2016 年 8 月 14 日に報告者が参加することのできたカニエテでの法要の式次第は以下の様である。 

 午前：カサ・ブランカ墓地の「無縁塔」の前で法要が行われる（写真 2）。参列者はカニエテ日系人

協会、在ペルー大使館領事、ペルー日系人協会、ペルー日系婦人会、ラ・ウニオン運動場協会(AELU)、

ペルー沖縄県人会などのそれぞれの代表者、日本人学校の生徒たち、その他日系人社会の主だった

人々、有志の人々などで、在ペルー日本国大使館領事も参列した。日本人学校(高校 コレヒオ)は

４校（ホセ・ガルベス、ラ・ヴィクトリア、ラ・ウニオン、野口英世）から代表学生たちが参列して

いた。全体でほぼ 60～70 人ほどであった。カニエテ日系人協会の人々は裏方として忙しく立ち働い

ていた。導師の読経の後、参列者の７団体が花束を「無縁塔」に供え、参列者一人一人に火のついた

線香が手渡され、全員が回向した。それぞれのグループが無縁塔の前で記念撮影などを行っていた。

その後、カニエテ市サン・ヴィセンテにある市民墓地にほぼ全員で向かい、「慰霊碑」の前で同様の

法要が執り行われた（写真 6）。 

 午後：慈恩寺にて法要が行われる。参列者は 120～130 名ほどであったと思われる(写真 9)。読経の

前に裏千家のマルオカ氏による献茶式が行われ、続いて法要が行われた。慈恩寺の本堂正面の本尊

右脇には開山の上野師の位牌があり、左脇には「ペルー日系人物故者諸精霊位」と書かれた位牌が

置かれている。法要開始前には「浄土真宗礼拝聖典 正信偈」と書かれた冊子が配られ、それには正

信偈の抑揚入りの譜面や説教などがスペイン語とローマ字で書かれている。雅楽で導師が入場し、

六字名号、浄土声明、正信偈と法要は進み、正信偈では全員で唱和しつつ、参列者一人一人が祭壇前

で焼香をした。焼香をして手を合わせたあと、十字を切る人が少なからずいる。法要終了後、導師に

よる説教があり、導師退場後、カニエテ日系人協会会長を初めとして関係者の挨拶があり、行事は

終了した。その後、本堂脇で盆踊りも行われるが、その間、本堂地下や本堂裏に預けてある遺骨や位

牌の関係者達、また、知己の位牌がない人々もそれらの位牌などを礼拝する。「仏壇が家にないの

で、毎年ここに会いに来る」と夫の位牌をなでている人もいた。また、法要終了後には本堂脇のスペ

ースで、カニエテ日系人協会の女性達によって作られたソーパ・セコ sopa seco など、カニエテ郷

土料理などのご馳走が並べられるので、希望者は参加費を払って席に着き、会食をした（写真 11）。

こうしてカニエテでの盂蘭盆行事は終了した。 

【リマ市内 カンポ・フェ墓地供養堂で行われる盂蘭盆行事】 

 2016 年 8 月 14 日、リマ市郊外カンポ・フェ墓地内のカピージャ Capilla（礼拝堂）（註 14）にて、盂

蘭盆会の法要に参加した。式次第は以下のようである。 

カンポ・フェ墓地には日系人用の区画がある。当日はラ・ウニオン運動場協会が用意したバスで、リ
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マ市内の日系人たちが墓参に行く(写真 17)。墓参が終わると礼拝堂で盂蘭盆会が行われる(写真 12)。

導師は曹洞宗瑞鳳寺住職の大城師である。この日は 80～100 名ほどが礼拝堂に集まった。祭壇には

本尊（仏像）と「先没者各位之霊位」とかかれた位牌が置かれ、花が飾られている。法要開始前にカ

ンポ・フェでの法要のために作られた冊子が配られた。回向文、御詠歌歌詞、三帰礼文、般若心経、

仏讃歌歌詞などが日本語とスペイン語（ローマ字）で書かれている。梅花流御詠歌の三宝御和讃が

流れ、導師が入場する。法要が始まり、三帰礼文、般若心経、回向文など、冊子を見ながら全員で唱

和する。その後、島倉千代子の歌う「彼岸」の歌も皆で唱和した。その歌の途中から線香が配られ、

一人一人が祭壇に行き、回向した(写真 13)。手を合わせた後に十字を切る人が少なからずいた。その

後、舎利礼文などを全員で唱和した。途中途中の願文は日本語の時とスペイン語の時とあった。短

いお説教の後、導師が御詠歌の流れる中を退場して法要は終了した。大城師の意向で、できるだけ

参加者全員で唱えられるよう、参加型の法要になるよう、工夫しているとのことである。 

【リマ市内瑞鳳寺で行われる盂蘭盆会】 

 瑞鳳寺に位牌を納めている檀家は現在 120 人いる。盂蘭盆の法要を行っているが、寺が小さく、

一度に集まることができないため、2 回に分け、8 月 13 日、14 日に行っている。報告者は 2016 年 8

月 14 日の法要に参加した。 

 カンポ・フェで配られた冊子とは別の冊子が配られる。それには般若心経、三帰礼文、甘露門など

が日本語とスペイン語で書かれている。本尊の掛け軸の前には花や供物が上げられ、天井には赤い

提灯がたくさん吊されている(写真 14)。その一つ一つに檀家の姓が書かれていた。三帰礼文の唱和か

ら法要が開始。甘露門、各仏の真言、回向文を皆で唱え、その後「彼岸」の歌を唱和し、その間に焼

香鉢が回され全員が焼香する。その後、導師が各家庭の名と新亡の氏名を読み上げて供養する。願

文の読み上げの後、舎利礼文、普回向が唱和され、最後に「真心に生きる」という日本語の歌を歌

う。この歌詞はローマ字で書いてあるだけでスペイン語訳がないので、大城師が意味をスペイン語

で説明し、そのあと皆で歌い法要は終了した。法要終了後、本堂の椅子が片づけられテーブルがし

つらえられる。檀家たち手作りのご馳走が机の上に並べられ、立食のパーティーとなり、全員で閑

談する(写真 15)。家族だけで話すのではなく、旧知の人と再会を喜んだり、その場で出会った人と閑

談もしていた。その間に位牌安置所で拝む人もいる(写真 16)。ひとしきり経った後、解散となった。 

 

３．日系人の法事や盆行事など 

３-１．日系人の葬送習俗 

 日系人の葬儀には報告者は一度も参加したことがなく、聞き取りも充分したわけではないが、今

回、盆行事は 2 軒ほど見学させて頂き、また、一周忌の法要も見学できたので、報告しておく。 

【日系人の葬儀】 

 葬儀についてはほとんど報告できることはないが、基本的にはカソリック式の葬儀をしている。

日系人たちは、ペルー社会で生きるための信用を得ることが重要だった。そのためにはカソリック

の洗礼を受けることも必要だったという。1920 年代、ペルーに生まれた人はすでに洗礼名を持って

いる。そのため、当然葬儀も教会で執り行われる。 

 日秘文化会館 Centro Cultural Peruano Japoneses は日系人にとってのセンターであるが、その向か

いにある教会 Santa Marìa madre de la igresia で、日系人の葬儀が行われることが多い。カソリック

式の葬儀だが、その後、僧侶を頼んで法要をする人もあるという。初めから仏式の葬儀をする人も

稀にある。その場合には日秘会館内のホールが会場となる。僧侶またはユタが執り行う。 
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 沖縄系の葬式では、100 歳まで生きた人の場合は赤いお寿司を作るが、若い人の葬式では赤い寿司

は出さないという。 

 【現代日系人の墓】 

 リマに住んだ日系人たちの墓はプレスビテロ墓地にあり、その向かいにできたエル・アンヘル墓

地にも埋葬されたという。現在の日系人たちはそれぞれの判断で墓を求めているが、リマ市郊外カ

ンポ・フェ墓地内に日系人用の区画が 2 カ所あるので、そこに埋葬されている人が多い。エル・ア

ンヘルからカンポ・フェに墓を移した家族もある。日系人区画には鳥居も建っており、近くにカピ

ージャ（礼拝堂）もある。この墓地は地下が 2 段か 5 段の立体構造になっており、5 段ならば一区画

に 5 体ほど埋葬できる。家族が一緒に入ることが可能である。また、親戚や近所、友人同士が近く

の区画を求める事例も多いという。「エル・アンヘルはバラバラだったけれど、カンポ・フェで一つ

の場所になった」という発言も聞けた。日本国内で現在いわれている「墓友」はペルー日系人社会で

はすでに存在している。ご近所で一緒に墓参りをし、「ここだとイトコも友人もみんな居るので、近

くの場所を若い人も買ったりしている。あっちにいっても、また、おしゃべりしようと話したりし

てます」などと語る人たちにも実際に出会った。 

【墓参】 

 墓参は盆と「死んだ日」（祥月命日）と 11 月 1 日・万霊節 Todo los Santos にも行う。 

 2016 年 8 月 14 日に墓参の参与観察をしたが、墓参の時には花と水を持参する。花立てはないの

で穴を掘って水を入れたビニール袋ごと花を生け、墓をきれいに飾る(写真 17)。持参した水は花のた

めのもののようで、墓標にかけることはしない。また、線香を立てる姿も見かけなかったが、タバコ

に火を付けて線香のように立てている人はいた。また、手を合わせて拝む人よりも十字を切る人の

方を多く見かけた。クリスチャンであれば当然のことではある。 

【死後の法要】 

 内地系日系人も死後 1 年の法要を行い、また、33 年の最後の法要 ùltima mesa  を行うことがあ

るが、沖縄系の人々は現在も熱心に法事を行っている人が多い。 

 沖縄系日系人の場合は死後 15 日、49 日、１年、2 年、7 年、13 年、25 年、33 年の法要をすると

いう。49 日までは仏壇に毎日お線香をあげる。49 日には位牌に名前がかかれ、仏壇に入る。また、

毎月 15 日には花、水、お茶を必ずあげる。家によっては 1 日も花、水、お茶をあげる。33 年で供養

は終わり、最後の法要として僧侶を呼ぶ家もあるが、これらの法要にユタを呼んで何をすべきかを

聞くことも多い。ユタは昔より数は減っているようだが、日系 2 世のユタもおり、沖縄系でない日

系人もユタに相談している例は結構ある。死後 1 年目と 33 年目は盛大に行う。33 年で「天に昇る」

という。法要はユタの指示を仰ぎ「死んだ人が満足するように」気を配っている。赤いお菓子を準備

したり、豚の頭を用意したりする。豚の口には唐辛子を挿す。現在は豚の頭は高価なので、鶏の丸焼

きなどにすることが多いという。その他、御飯やスープ、饅頭、おはぎ、ペルー料理のサンコチャー

ド、果物など、たくさんの供物を供えるが、それらもユタの指示に従う。位牌を燃やして灰を海など

の流れている水に流したり、位牌を裏返したり、仏壇の中の後ろの方に置いたりする。これもユタ

の指示に従うことが多い。 

 ユタを頼むと金銭的に出費がかさむが、「ユタさんがいると死んだ人と会話ができる」「見て、い

ろいろ話してくれる」ので、法事ごとに呼ぶ人もあるが、「だんだんカソリック式にして」呼ばなく

なっているという。 
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【一周忌の参与観察報告】 

 リマ在住の沖縄系日系人のお宅Ｔ家の一周忌の法要に参加させて頂いた(写真 18～20)。日系 2 世の

ユタＫ氏が祭祀を執り行った。Ｔ家には立派な仏壇がある。ユタＫ氏によれば、男性の位牌は右、女

性の位牌は左に置くものだが、仏壇内に上下段がある場合は上が男で下が女が決まりだという。 

 「一周忌」とは言わず「一年目の儀式」と言っている。2016 年は 33 年の人も居たが、「2 人一緒

にミサはできない」。「１年目はまだ新しいから、1 年目は特別」なので、今年は一周忌だけを行い、

来年、2 年目と 33 年を一緒にするという。これらもユタの言葉に従っている。供え物は料理も果物

も 7 種類が基本である。煮物もユカ芋、大根、昆布、椎茸は 7 切れずつ、豆腐だけ 12 個。これは 1

年を意味する。豚は 21 切れ、蒲鉾も 7 切れ。餅は 21 個で、2 年目も 21 個の餅を供える。小さい皿

に盛ってある方が 1 年目の死者のためで、大きい皿はその他の家族（死者）のためである。 

 供え物が揃うと儀礼が始まる。親族一同（イチムン）が仏壇に線香を上げてお参りをする。このと

きにお布施も仏壇に上げる。仏壇前に机が置かれ白いテーブルクロスがかけられた後、ユタによっ

て供え物が置かれる。太い蝋燭 2 本に火が灯され、家族・親戚一同が仏壇の前に並ぶ。ユタが火を

付けた線香を供え、拝む。とくに唱えごとはしないが、亡くなった方がユタに憑依した。家族それぞ

れに謝意を述べたり、飲みたいもの食べたいものを要求したり、踊って見せて欲しいと要求したり

する。その後、「みんなで会食しなさい」とのユタ（死者）の言葉で一同がテーブルに着き、ご馳走

を頂く。一段落して、ユタが火を付けた線香を一人一人が貰って、仏壇を回向し、法要は終了した。

仏壇を拝むとき、手を合わせた後に十字を切った人が 1 名いた。 

【位牌を預けること】 

 仏壇のある家では、位牌を家の仏壇に入れていた。しかし、戦前から様々な理由で遺骨や位牌の

納まる場所のない人も大勢居た。それを受け入れてきたのが慈恩寺であった。慈恩寺に納まってい

る位牌の名簿が作られ（太田 2001）どの場所に位牌が納まっているかが分かるようになっている。ただ

し、それ以後に移動したものもあるようで、2016 年には位牌を捜す人の姿も見かけた。また、この

名簿が作られた以後も、位牌は増え続けおり、先に述べたように位牌を納める場所を新たに設けた

りしている。位牌を預ける理由はいろいろである。家族揃って日本への出稼ぎに行く人も多くなり、

「誰もお水もお花もあげてくれなくなる」ことがないようにと預ける人は多い。「息子に仏壇を置

くのは嫌だ」といわれ、両親や夫の位牌を預けた人もある。彼女の場合、毎年お盆にはカニエテに来

ているという。また、親の死後、家を売るために仏壇を処分したので預けるという例や、「沖縄の習

慣では女の人は婚家の仏壇に入れないので、預けた」という人もある。 

 慈恩寺は無住であるため、受け取るのはカニエテ日系人協会の人が受け取っている。位牌や遺骨

を納めるときには、カニエテ日系人協会に連絡が入るので、受け取りの日にちを決めるが、たいて

いはユタに相談し、日にちを決めてやってくる人が多いという。 

 リマ市内の瑞鳳寺も位牌を預かっている。預ける理由は上記と同じものが多いが、慈恩寺は遠く

て毎月お参りに行けない、カニエテに行くには時間がかかり子どもが行くのを嫌がるので瑞鳳寺に

預けた、という人もある。瑞鳳寺が受け入れるときには「毎年一回は必ずお参りすること」が明記さ

れている契約書を取り交わしている。大城師が言うには「ここは位牌の置き場ではない」からで、先

祖を参ることが責任なのだと自覚して貰うためにそのようにしているという。「朝起きたら、家に

位牌が無くても挨拶をしなさい。そういう気持ちでやって下さい」と大城師に言われてそのように

しているという人もある。毎月 15 日は日系人が位牌をお参りする日で、毎月第一土曜日は日系人以

外のペルー人が位牌をお参りする日と決めている。瑞鳳寺には日系人だけでなく、その他のペルー
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人の位牌も預かっている。瑞鳳寺の位牌安置所には横文字やカタカナの位牌も多い。また、位牌を

預けた後の仏壇の処分についても大城師が相談に乗っているが、ユタに相談するケースも多いよう

である。沖縄系ではないＳ家の場合、いくつかある位牌を一つの位牌にして瑞鳳寺に預け、仏壇は

ユタに依頼し、ユタが海岸で燃やしたという。 

３-２．家庭内での盆行事 

 日系人の家のなかには仏壇を持っている家もある(写真 23)。沖縄系の場合は、かなり大きな仏壇を

持っていることが多い(写真 18)。 

 盆行事については、出身が内地系の日系人の場合、家に仏壇があっても、家庭内での盆行事を行

っている家はあまりいないようである。そのかわり、先に述べたように墓参りには行っており、熱

心な人はカニエテの慈恩寺の法要に参加している。 

 一方、沖縄系の場合は各家庭内で盆行事を行っている。Ｇ家では、9 日にカンポ・フェ墓地に行き、

墓の掃除とお参りをする。当日、仏壇の掃除もする。15 日がウンケ（迎えの日）である。この日か

ら仏壇には何か供え物をする。新亡が居る場合はご馳走は二人分あげる。一つは新亡のためで、も

う一つはイチムン todo familia のためである。17 日はウクイ（送り）despedida で、ご馳走を仏壇に

供える。「七色の料理」を供えるとして、甘い菓子、豚肉料理、豆腐や椎茸の煮物、餅、お寿司と、

たくさん用意する(写真 21,22)。供え物は蒸気の上がる温かい物を必ずあげる。これは盆に限ったこと

ではない。「蒸気の上がっている物が天国の御飯」「線香の煙が上がっている間に受け取ってくれ

る」。線香が消えれば下げてみんなで頂く。仏壇にはパイナップル piña を必ず供える(写真 21,22)。

また、仏壇には 7 節あるサトウキビ caña を 2 本、供える。これは、死んだ人たちがご馳走をそれ

らに付けて持ち帰るからだという。7 節の意味は「七つの秘蹟」の意味で、「三位一体」の意味でサ

トウキビは 3 本を一つに縛るとユタに教えて貰った人もいる。果物も 7 種類供える。7 本のサトウ

キビの束を仏壇の両側に上げる家もあるが、「七福神の意味だ」と考えている人もある。 

 ウンケに大勢集まる家もあるようだが、ウクイの夜には、親戚が大勢集まって会食する家、盆に

は集まらずに 11 月の万霊節に集まるという家もあり、様々である。仏壇をきれいに片付けてから外

の戸に蝋燭を灯し、家の外にパイナップルを投げる。屋外の坂から転がす家もある。玄関先から門

まで転がしていく家もある。親戚が集まらない家でもパイナップルを使っての行事は行っている。

Ｇ家では「投げることで死んだ人が満足する」「それが魂かな？」などと語っていた。Ｔ家では門の

両脇にサトウキビを立て掛け「来年もまた来て下さいね」と言いながら門までパイナップルを転が

していた。送りが済めばパイナップルもサトウキビも 7 つに分けて食べる。かつては供物を持って

海岸に行って投げ、後ろを振り返らずに帰ってきていた家もある。現在では海岸まで行く人は少な

くなった。家によっては午前中に線香を上げて送って仕事に行く人や、仕事から帰って夜 10 時過ぎ

に線香をあげて「チャオ」と送る人もいるという。昭和の初め頃まで沖縄家庭ではウクイにエイサ

ーを踊った家もあったという伝承はあるが、現在は行われていない。「日系人がペルーに来て 100 年

以上たっているから、どんどん変わっている」という。 

 

４．まとめ 

【基仏習合の民俗】 

 現在のペルー日系人はキリスト教の洗礼を受けている人がほとんどである。それは、ペルー社会

で生きるためにはある意味必須であったからである。しかし一方で日本人としての習慣は残してい

った。盆や彼岸の墓参り、各家庭の盆行事、法事など、葬儀はカトリック式で行っても、ユタや僧侶
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の指導の下、行事が執り行われている。その中で興味深いのが、手を合わせたあと十字を切る行為

である。昭和 8 年に建てられたカニエテの「無縁塔」にも十字架が刻まれている。1969 年にサン・

ニコラス墓地で行われた七十年追悼慰霊祭でも神父と僧侶がそれぞれ法要を行っていた。また、一

周忌の行事を取り仕切っていたユタも、7 節のサトウキビを使う意味は「七つの秘蹟」の意味、サト

ウキビの 3 本を一つに縛るのは「三位一体」の意味であるとの説明をする。また、報告者・浅野は

「古いお墓をたくさん訪れたために古い日本人のオジイが肩に乗っている」とのことでユタに除霊

をしてもらった。このときは生卵を使っての儀礼であったが、その際にも最後に十字を切っていた。

ユタＫ氏は「いろいろな宗教があるが、みんな一緒の神様になる。本は読んでいないけれど、神様が

教えてくれる」という。仏壇や位牌の置き方、供物の作り方など、沖縄文化を基礎として、そこにキ

リスト教的な考えが習合していることが分かる。また、曹洞宗瑞鳳寺の大城住職は日本で得度を受

けているが、それ以前、出身地のブエノスアイレスでイエズス会系キリスト教の洗礼を受け、イエ

ズス会系の学校に通った。彼女は「私は半分がカトリックで半分は仏教徒」という。それを「平和の

ための宗教」と呼んでいる。南米の曹洞宗の寺ではイエズス会やベネディクト会の僧侶が座禅をし

に来る。瑞鳳寺も例外ではない。ペルーだけの特徴とはいえないが、日系人社会の中で、仏教や神道

とキリスト教と民間信仰などが習合して共存している信仰形態は、当然とはいえ大変に興味深い。 

【日系人社会全体の先祖供養】 

 先に述べたように、第 1 回航海による入植者の惨状は、今も日系人社会の中では語り継がれてい

る。第１回航海入植者、カサ・ブランカ耕地傭いの 226 名のうち 2 年半後までに 124 名が死亡した。

（伊藤・呉屋 26 頁）。伊藤一男も「第一回移民（第１航海）では契約満了までに 79％が死亡」（伊藤 1982）

と書いている。一方、太田(2003)は「ペルーに派遣された今村良治外務書記生の報告では、初年度の

死亡は 98 人である。しかも、移民たちが労働や環境へ順応した次年度からは、死者数が急減してい

る（『日本外交文書』第 36 巻）」とのデータから、「790 人のうちの 98 人は少なくはないが、『79％』

は誤謬が過ぎる」と指摘し、「“初期移民はかなり死んだ”というコンセンサスがすでに日系人間に

確立されており、彼はそれに影響されたのだろう」（太田 2003）と述べる。太田はさらに続けて慈恩寺

の建立も死者供養よりも布教目的で立てられたが、後に「死者のために創建された納骨堂」という

認識に変化し、無縁塔のそびえるカサ・ブランカ日本人墓地と慈恩寺がワン・セットで「移民の聖

地」として扱われるようになったとする（太田、2003）。 

 初期日系移民の悲劇は作られた伝承ということなのかもしれないが、カサ・ブランカ耕地の場合、

2 年半で六割が死亡するという状態は尋常ではない。ともあれ、初期日系人の死者の実数がどうであ

ったかはここでは問題にしない。また、曹洞宗僧侶である太田にしてみれば、慈恩寺が本来、布教目

的の寺院であったことが重要であることも分かる。しかし報告者・浅野が注目すべきと考えるのは、

「初期日系人が大きな犠牲を払って、がんばってくれたからこそ、現在の日系人の生活がある」と

いう現在の日系人の意識である。この意識によって初期日本人の墓は幾度となく改修されて維持さ

れてきた。そして、慈恩寺に毎年行く人々の中には、自家の位牌も遺骨も無い人もある。1960 年代、

70 年代に移民した 1 世の人々も「初期日本人は大変な思いをしたから」と毎年、慈恩寺に行く理由

を語っていた。慈恩寺での法要に参集する人々は、自分の親や夫の位牌に対面することを目的とす

る人も多いが、同時に、現在の日系人の基盤を作るために命を落とした初期日系人の霊を弔うとい

う意識も強い。そのため、ペルー日系人協会が主催し、日系人の学生も毎年法要に参加している。そ

して法要終了後には全員ではないものの、一同に会して会食をする。それはリマ市内の瑞鳳寺でも

同じである。瑞鳳寺では預かっている位牌の供養、先祖供養が行われている。これには初期日系人
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の法要という意識はない。が、法要終了後、参加者が持ち寄った料理を、参加者全員で会食をすると

いう形がとられ、一つの家族の法事のような状態になっている。 

 これらの事例から、報告者・浅野は「家を超えた先祖祭祀」の姿を見ることができると感じた。血

のつながりがある人も無い人も、日系社会全体の先祖の供養として慈恩寺やカサ・ブランカ墓地の

無縁塔やサン・ニコラスの慰霊碑で法要が行われている。 

 本報告書全体のテーマと結びつければ、共同体が小さかった時代には、「家」を超えた範囲の人々

が一緒に供養をするということがあり得たのではないだろうか。もちろん、移民社会が日本社会の

「家」から切り離され、共同体で結束していかなければ生きていけなかったという要因もあろう。

したがって無条件に「家を超えた祖霊観」というのには無理がある。しかし、こうしたあり方が存在

していることも事実であることは確認しておきたい。 

 ただし、ペルー日系人社会も 5 世、6 世の時代になり、慈恩寺の法要などへの参加者が減っている

ともいわれている。カニエテ日系人協会会長のアキラ・アントニオ氏 Sr.Akira Antonio Harata Herrera

は「お盆やお彼岸、仏壇のことなどを若い人に伝えていきたい。その動機付けのために若い人を組

織している」と日本人学校の学生を動員して努力をしていると仰っていたが、それは初期日系人に

ついての語りが何処まで語り伝えられていくのかわからないという不安を持っているからであろ

う。日系人社会の絆を強める機会となり、求心力の一つともなっているこれらの行事が続いていく

ことを祈っている。 
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註 

註 1 おそらく金剛界大日如来の梵字、バンと思われる。 

註 2 1998 年段階で約 1,100 柱、地下室約 100 柱（太田 2001）。 

註 3 『在ペルー邦人 75 年の歩み』181 頁には、上野師は「浄土真宗の僧侶」とあるが、太田宏人氏の詳細な追跡に

より、曹洞宗僧侶であることが明らかになっている（太田 2003、2007 参照）。 

註 4 読み下し文 「僧正である上野泰庵氏（中略）の熱心さと、本耕地移民が出した寄附の千数百円によって建立

された一つの寺院がある。仏徳山南漸寺と号した寺である。建築は日乾瓦（アドベ）を用いており、けして壮麗、豪

華な建物ではないが、ともかく、南米において建てられた寺院としては最も最初の寺であり、なおかつ現在では南米
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唯一の仏教寺院である。日曜日ごとに説教を行っているほか、移民の葬式、死亡者の法要を行っている。」 

註 5 『在ペルー邦人 75 年の歩み』181 頁には「太平山」とあるが外務相文書を採った。 

註 6 現在、慈恩寺本堂の壁には両貫首による寺号裁許状が掲げられている。 

註 7 その後の住職については太田 2003 が詳しい。 

註 8 中尾師については様々な事情により檀家から孤立する状態になり、『在ペルー邦人 75 年の歩み』182-183 頁に

は住職としては認めていない旨の記述がある。この辺りの事情についても、太田 2003 が詳しい。 

註 9 Comunidad Budista Sotoshu,2013 には 1953 年に亡くなったとあるが、『在ペルー邦人 75 年の歩み』には亡くな

った日付まで記録があるので、そちらを採用した。 

註 10 1961 年、ハワイ曹洞宗布教総監駒形善教師がペルーを訪れ、無縁塔などを参った。その後、駒形師が宗務庁

に連絡し、清広師の僧籍を佐賀県松浦郡相知町妙音寺に復帰したことにより、辞令通達が実現した（伊藤・呉屋 1974 

182 頁）。また、高階瀧仙禅師は南米の布教に人力された方で、ブラジルには 1955 年、1965 年に訪問されている。

私事だが、報告者の母方の曾祖父・大日方大乗大和尚は高階禅師の弟子で、報告者自身は静岡県の可睡斎にて高階禅

師にお目にかかっている。ペルーの地で高階禅師のお名前を聞くとは思いもよらず、深いご縁を感じた。 

註 11 ロカルは部屋、コシナは台所のこと。 

註 12 正確に言えばカニエテでの行事はカニエテ日系人協会が主催、スーペでの行事はバランカ日系人協会が主催

して、日系人協会は僧侶の手配や日程調整などを行っている。 

註 13 大城師によれば 2005 年以前は 10 月の春の彼岸は行われていなかった。 

註 14 この礼拝堂はキリスト教の祭事にも使われている。壁には火葬の遺骨が納められている。 
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以下の写真は、写真５・写真 23以外は 2016.8 浅野撮影  

 

写真 1.カサ・ブランカ墓地の無縁塔と     写真 2.カサ・ブランカ無縁塔前での盆の法要    

初期日系移民の墓                               

 

写真 3. サン・ニコラス墓地の慰霊塔      写真 4. サン・ニコラスの初期日系移民の墓  

遥かに望めるのは太平洋である 

             

 

写真 5.サン・ニコラス墓地での彼岸供養       写真 6.サン・ヴィセンテ墓地 

             ホルヘ・シマブクロ氏提供          の慰霊碑 
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写真 7.カニエテ市 慈恩寺入り口              写真 8.慈恩寺本堂祭壇 

 

 

 

 

写真 9.慈恩寺での盂蘭盆会に参加する日系人      写真 10.慈恩寺に預けられた位牌 

 

 

 

写真 11.慈恩寺での法要後の会食           写真 12.カンポ・フェ礼拝堂での法要         
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写真 13.カンポ・フェ礼拝堂で回向する人々      

 

 

 

 

写真 14.リマ市内瑞鳳寺での盂蘭盆会法要 

 

 

 

写真 16.瑞鳳寺内位牌安置所で回向する人々 

 

写真 15.瑞鳳寺法要後の会食風景 

 

 

 

 

 

                          写真 17.カンポ・フェ墓地での墓参風景 
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写真 18.一周忌の供え物を飾った仏壇        写真 19.一周忌の法要 中心はユタ T家 

沖縄系日系人 T家 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 20.一周忌の供物 T家 

 

                       

    写真 21.ウクイの供え物を飾った仏壇 T家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22.ウクイの供物を飾った仏壇 

沖縄系日系人 G家                写真 23.内地系日系人の仏壇 

                             普段の回向  2007年 浅野撮影    


